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４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
よ
り
、
各
地
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、
尊
い
生
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま

た
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆

様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
学
院
も
大
き
な
痛
手
を

受
け
ま
し
た
。
九
州
ル
ー
テ

ル
学
院
を
象
徴
す
る
ヴ
ォ
ー

リ
ス
建
築
事
務
所
（
ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
設
計
）
に
よ
る
中
高
本

館
の
屋
根
の
上
部
が
崩
れ
、

ま
た
礼
拝
堂
、
大
学
棟
等
で

か
な
り
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
卒
業
生
の
皆
様

を
は
じ
め
、
各
企
業
及
び
関

係
団
体
の
皆
様
か
ら
の
あ
た

た
か
い
励
ま
し
と
ご
支
援
に

よ
り
、
す
べ
て
の
教
育
現
場

に
お
い
て
５
月
中
旬
ま
で
に

再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
こ
ろ
よ
り
感
謝
し
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

完
全
に
復
旧
す
る
ま
で
に

は
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
本
学
院
で
は
、

園
児
・
生
徒
・
学
生
の
安
全
、

安
心
を
最
優
先
し
な
が
ら
学

院
業
務
の
完
全
再
開
に
向
け

て
、
神
様
の
ご
加
護
と
お
導

き
を
信
じ
て
祈
り
つ
つ
、
全

力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

理
事
長　

坂
根　

信
義

復旧工事が進むルーテル学院中学・高校本館をバックに



　

こ
の
４
月
よ
り
清
重
前
院
長
の
後
任
と
し
て

就
任
致
し
ま
し
た
内
村
公
春
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

就
任
そ
う
そ
う
熊
本
地
震
と
い
う
大
変
な
試

練
の
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て

天
に
召
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
全
壊
や
半
壊
等
の
住
居
の

被
害
を
受
け
た
方
々
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
試
練
の
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
学
院
は
創
立
90
周
年
の
節
目
も
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
神
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
学
院
が
歩
ん

で
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当
に
恵
み
で
す
。

　

こ
の
90
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
熊
本
地
震

に
匹
敵
す
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

試
練
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
教
職
員
の
方
々
、
在
校

生
の
方
々
、
ま
た
卒
業
生
の
方
々
、
保
護
者
の

方
々
が
、
神
さ
ま
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
心
を

一
つ
に
そ
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
来
ら
れ
た
の

で
す
。
こ
う
し
た
過
去
の
歩
み
は
、
こ
れ
か
ら

の
学
院
に
と
っ
て
の
大
き
な
励
み
で
す
。
そ
し

て
そ
の
基
盤
に
あ
る
の
が
創
立
者
エ
カ
ー
ド
先

生
の
願
い
、
思
い
を
示
し
た
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福

音
書
10
章
10
節
ｂ
「
わ
た
し
が
来
た
の
は
、
羊

が
命
を
受
け
る
た
め
、
し
か
も
豊
か
に
受
け
る

た
め
で
あ
る
」
と
い
う
学
院
聖
句
で
あ
り
、
「
感

恩
奉
仕
」
と
い
う
校
訓
で
す
。
こ
こ
に
学
院
が

目
指
す
、
「
世
の
光
、
地
の
塩
」
と
し
て
社
会

を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
い
う
教
育
の
原
点
が

示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
学
院
の
教
育
の

原
点
を
踏
ま
え
、
貧
し
き
器
で
は
あ
り
ま
す
が
、

神
さ
ま
に
祈
り
つ
つ
、
学
院
の
た
め
に
力
を
尽

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
長

就
任
に
あ
た
っ
て

い
よ
い
よ

90
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
学
院
は
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く

女
子
教
育
を
目
的
に
、
１
９
２
６
年
九
州

女
学
院
と
し
て
創
立
さ
れ
、
今
年
で
90
周
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
初
め
、
熊
本
地
震
と
い
う
大
変
な
試
練
を

受
け
ま
し
た
が
、
神
さ
ま
の
お
支
え
、
そ
し
て
皆
さ

ま
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
糧
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
世
に
役
立
つ
人
材
を
育
成
す
る
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
皆
さ
ま
方
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
、

下
記
の
通
り
、
創
立
90
周
年
の
記
念
式
典
、
並
び
に
感

謝
会
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

神
さ
ま
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
学
院
と
な
る
よ
う
、
今

後
も
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

創
立
90
周
年
記
念
式
典
・
感
謝
会

日　
時　
２
０
１
６
年
10
月
３
日
㈪

１　

記
念
式
典　

午
前
10
時
～
12
時
15
分

　
　

会　
　

場　

熊
本
県
立
劇
場

　
　

記
念
礼
拝
（
午
前
10
時
）

　
　

記
念
講
演
（
午
前
11
時
）

　
　
　
　
　
　
　
熊
本
県
立
劇
場
館
長　

姜　

尚
中 

氏

２　

感
謝
会　

午
後
６
時
～
８
時
30
分

　
　

会　
　

場　

ホ
テ
ル
日
航
熊
本



　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
よ
り
九
州

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
学
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
広
渡
で
す
。
着
任
後
す

ぐ
に
熊
本
地
震
が
起
こ
り
、
大
学
は

校
舎
に
大
小
の
被
害
を
受
け
現
在
も

一
部
修
復
中
で
す
が
、
学
生
・
教
職

員
が
全
員
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
何

よ
り
の
救
い
で
し
た
。
１
か
月
後
に

授
業
を
再
開
し
キ
ャ
ン
パ
ス
に
久
し

ぶ
り
に
学
生
た
ち
の
元
気
な
声
が
戻
っ

て
き
た
時
は
、
教
職
員
一
同
、
感
謝

の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
は
、
地
震
に
よ
っ

て
大
変
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

学
院
創
立
90
周
年
を
祝
う
記
念
の
年

で
す
。創
立
者
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、

多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
学
院
の
長
い
歴
史
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
未
来
に
向
か
っ
て

続
い
て
い
く
学
院
の
歴
史
の
最

前
線
で
あ
る
大
切
な
「
今
」

を
担
う
私
た
ち
で
あ
る
こ
と

を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
時
」
は
た
だ
流
れ
る
だ
け
で

な
く
、
源
が
あ
り
、
目
指
す
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。「
時
」の
源
で
あ
る
神

さ
ま
が
、
学
院
の
始
ま
り
の
時
か
ら

い
つ
も
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ

と
を
覚
え
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
を

し
っ
か
り
と
確
認
し
つ
つ
、
私
た
ち

に
託
さ
れ
て
い
る
「
今
」
を
担
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
震
災

を
経
験
し
た
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
決

し
て
当
た
り
前
で
な
い
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
九
州
ル
ー

テ
ル
学
院
大
学
は
、
神
の
愛
と
恵
み

（
恩
寵
）に
感
謝
し
人
に
仕
え
る
と

い
う
「
感
恩
奉
仕
」
の
原
点
を
新
た

な
思
い
で
受
け
と
め
、
本
学
の
使
命

で
あ
る
「
人
間
性
を
豊
か
に
育
み
、

確
か
な
専
門
性
と
実
践
力
を
身
に
つ

け
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
る
」
た
め
に
、
日
々
、
教
育
の
業

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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御
　
　
礼

　

学
院
創
立
90
周
年
記
念
事
業
計
画
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、
そ
の
た
め
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

感
謝
の
意
を
込
め
て
、
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
募
金
活
動
は
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

２
０
１
６
年
７
月

募
金
委
員
長　

林
田
　
博
文

企　
業

岩
崎
商
事 

様

え
が
お 

様

甲
斐
田
ビ
ル 

様

紅
蘭
亭 

様

鶴
屋
百
貨
店 

様

寺
原
自
動
車
学
校 

様

ハ
ヤ
カ
ワ
ス
ポ
ー
ツ 

様

フ
ォ
ト
ア
ト
リ
エ
す
え
な
が 

様

松
合
食
品 

様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
１
社

一
般
有
志

池
永　
　
清 

様

猪
原　
智
子 

様

上
野　
幸
穂 

様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
１
名

卒
業
生

阿
部　
史
子 

様

荒
木　
亮
子 

様

板
倉　
和
輝 

様

板
倉
裕
美
子 

様

伊
藤　
昭
子 

様

岩
下　
信
子 

様

上
杉
麻
梨
子 

様

上
野　
和
子 

様

宇
野　
慶
子 

様

梅
﨑
智
河
子 

様

大
井　
　
楓 

様

大
谷　
信
子 

様

大
森　
正
美 

様

岡　
　
尚
子 

様

加
藤
麻
衣
子 
様

葛
原　
民
代 
様

桑
野　
睦
子 
様

桑
原
由
美
子 

様

後
藤　
　
環 

様

齋
藤　
禎
子 

様

坂
田　
菊
美 

様

謝
名
堂
千
賀 

様

高
畑　
和
子 

様

髙
見　
加
奈 

様

髙
村　
榮
子 

様

田
中　
友
子 

様

谷
口　
美
樹 

様

田
畑
美
貴
子 

様

中
村　
知
子 

様

仲
本　
文
雄 

様

西
生　
純
子 

様
の

ご
家
族 

様

藤
沢　
愛
子 

様

本
田　
壽
子 

様

前
田
サ
ツ
キ 

様

松
村　
淨
美 

様

松
本
久
美
子 

様

森　
　
靖
子 

様

渡
辺　
洋
子 

様

ホ
ビ
ー
の
い
ば
ら 

様

関
東
の
い
ば
ら
会 

様

高
校
30
回
生
有
志
一
同 

様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
３
名

保
護
者

穴
井　
隆
二 

様

岩
下　
房
男 

様

江
﨑　
貞
利 

様

岡
村
菜
津
子 

様

２
０
１
４
年
度
ル
ー
テ
ル
学
院

中
学
卒
業
生
保
護
者 

様

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
・

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局 

様

認
定
こ
ど
も
園
ル
ー
テ
ル

学
院
幼
稚
園
マ
リ
ア
会 

様

デ
ィ
ア
コ
ノ
ス
ク
ラ
ブ
事
務
局 

様

学
校
関
係
者

飽
田　
雅
子 

様

綾
垣　
和
好 

様

石
田　
豊
美 

様

井
上　
光
行 

様

猪
本　
佳
代 

様

岩
﨑　
詳
二 

様

岩
原　
由
子 

様

岩
村　
禎
子 

様

犬
童　
昭
久 

様

上
野　
　
開 

様

植
野
堀
正
子 

様

上
原　
栄
作 

様

浮
穴　
衣
美 

様

内
村　
公
春 

様

衞
藤　
繁 

様

江
藤　
安
純 

様
の

ご
家
族 

様

大
久
保
優
子 

様

大
野　
雅
人 

様

緒
方　
　
聡 

様

尾
田　
明
子 

様

金
津　
左
代 

様

狩
野　
敬
子 

様

川
口　
武
宣 

様

河
﨑　
隆
夫 

様

河
津　
　
巖 

様

河
田　
将
一 

様

川
田　
翔
大 

様

川
畑　
　
博 

様

菅　
　
明
美 

様

久
我　
美
紀 

様

釘
宮　
　
香 

様

栗
原
希
代
子 

様

黒
蕨　
　
司 

様

香
﨑
智
郁
代 

様

坂
口　
裕
俊 

様

坂
根　
信
義 

様

坂
本　
尚
子 

様

佐
藤　
静
一 

様

塩
境　
二
子 

様

島
内　
直
英 

様

園
田　
松
吾 

様

田
川　
有
里 

様

立
野　
照
美 

様

田
中
マ
リ
子 

様

田
仲　
洋
介 

様

田
村　
優
佳 

様

崔　
　
大
凡 

様

常
定　
知
基 

様

鶴
山　
克
郎 

様

所
埜　
泰
行 

様

朝
長
千
恵
子 

様

豊
田
憲
一
郎 

様

中
野　
愛
梨 

様

永
野　
智
子 

様

永
野　
典
詞 

様

永
守　
浩
之 

様

西
山
慎
一
郎 

様

西
山　
隆
志 

様

根
間　
貴
子 

様

野
口　
知
子 

様

野
田　
幸
世 

様

橋
本　
　
尚 

様

濱
﨑　
庸
一 

様

濵
田　
昭
吾 

様

東　
　
知
佳 

様

日
高
勢
津
子 

様

百
武　
玉
恵 

様

平
江　
美
貴 

様

福
島　
佳
子 

様

福
田　
恵
美 

様

福
田　
　
茂 

様

福
田　
　
靖 

様

藤
川　
千
穂 

様

藤
原　
べ
に 

様

古
屋　
四
朗 

様

前
田　
貞
一 

様

前
田　
知
子 

様

牧　
　
　
均 

様

眞
﨑　
利
範 

様

松
尾　
睦
寛 

様

松
本　
充
右 

様

三
城　
大
介 

様

水
谷
江
美
子 

様

水
野　
博
子 

様

満
﨑
優
美
子 

様

宮
田　
博
司 

様

宮
本
亜
希
子 

様

宮
本　
和
範 

様

武
藤　
哲
夫 

様

村
瀬　
　
香 

様

村
中　
　
司 

様

百
家　
裕
幸 

様

山
内　
隆
雄 

様

山
田　
朋
美 

様

吉
田　
　
謙 

様

吉
村　
裕
子 

様

米
田　
真
里 

様

和
田　
成
子 

様

渡
邊　
健
太 

様

２
０
１
５
年
度
ル
ー
テ
ル

学
院
中
学
・
高
校
生
徒
会 

様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
₁₂
名

募
金
報
告

２
０
１
５
年
11
月
11
日
〜

２
０
１
６
年
７
月
25
日
ま
で

（
五
十
音
順
）

ご協力者名簿の掲載についてのお知らせ
　今回の掲載につきましては、掲載に同意を得られた方のみ載せております。よって、７月 25 日現在で同意未確認の方は掲載しておりません。掲載の同意をいただければ次号の学院報に
掲載させていただきます。なお、お気づきの点等ございましたら、下記の募金事務局までご連絡ください。
　今後とも引続き倍旧のご厚情を賜りたくお願い申し上げます。　　　電話０９６―３４３―３１１１　学院総務部内　募金事務局

3

学
長
就
任
に
あ
た
り

が
れ
て
き
た
学
院
の
長
い
歴
史
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
未
来
に
向
か
っ
て

な
く
、
源
が
あ
り
、
目
指
す
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。「
時
」の
源
で
あ
る
神

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



公
益
財
団
法
人  

大
学
基
準
協
会
に

よ
る
第
２
期
目
の
認
証
評
価
を

終
え
て

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
自
己
点
検･

総
合
評
価

前
委
員
長　

濱
田　

信
夫

4

公
益
財
団
法
人

よ
る
第
２
期
目
の
認
証
評
価
を

終
え
て

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
自
己
点
検

学 院 NEWS

　

包
括
的
な
連
携
の
も
と
相
互
に
協
力
し
、
地
域
社
会
の
発
展

と
人
材
育
成
及
び
学
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
５
月
30
日
月
に
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

次
に
掲
げ
る
分
野
に
つ
い
て
、
連
携
・
協
力
し
ま
す
。

⑴　

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

⑵　

観
光
振
興
や
産
業
振
興
な
ど
地
域
経
済
の
発
展
に
関
す
る

こ
と

⑶　

住
民
と
の
恊
働
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

⑷　

教
育
・
文
化
の
振
興
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

⑸　

地
域
の
国
際
化
・
国
際
交
流
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

⑹　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

⑺　

そ
の
他
相
互
に
連
携
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
事
項

　

２
０
０
４
年
度
か
ら
、
す
べ
て
の
大
学（
国
・
公
・
私
立
大

学
）
は
、
教
育
研
究
等
の
質
の
保
証
を
目
的
と
し
て
、

文
部
科
学
大
臣
が
認
証
し
た
評
価
機
関
に
よ
る
評
価
を

７
年
以
内
の
周
期
で
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

評
価
の
対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
の
教
育
、
研
究
、
募

集
、
就
職
・
進
路
、
社
会
貢
献
や
組
織
運
営
お
よ
び
施

設
設
備
等
の
総
合
的
な
状
況
で
す
。

　

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
は
、
２
０
０
８
年
度
に
引

き
続
き
、
２
０
１
５
年
度
に
公
益
財
団
法
人
大
学
基

準
協
会
に
よ
る
大
学
評
価
（
認
証
評
価
）
を
受
審
し
、

２
０
１
６
年
３
月
に
同
協
会
が
定
め
る
大
学
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
認
証
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
２
０
１
４

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
１
４
」
に
基
づ
く
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
７
年
間
の
行
動
計
画
に
沿
っ

て
、
今
後
も
教
育
研
究
等
の
充
実
向
上
に
努
め
、
教
育

の
質
の
保
証
に
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

和
水
町
と
包
括
協
定
締
結
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

プログラム 時　　間 内　　　　　容 備　　　　考

1 子 ど も 子 育 て 支 援 通　　年 子育て支援の後援・研修会 地元保護者や、和水で働く保育
士・幼稚園教諭を対象

2 出 前 講 座 通　　年 現在、広報で実施している事業 地域住民、小・中学校教諭を対
象

3 三加和地区、菊水地区の
小学生対象の英語キャンプ 9月中旬～下旬 授業（小学校英語フィールドワーク）

の実践活動（本学学生：約40人） 1泊2日

4 なごみ物産展inルーテル 11月3日 フィリア祭でなごみのブースを設け
て、地元のPRをして頂く。 ホームカミングデー同時開催

5 子どもフェスティバル
inなごみ 11月下旬 オペレッタの発表会

（本学学生：約40人）
毎年実施している保育コース学
生の発表会を和水で開催する。

和水町との包括協定プログラム



熊本地震から4ヵ月を経て

　

７
月
11
日 

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
と
と
も

に
再
開
し
た
礼
拝
堂
改
修
記
念
礼
拝
。

　

熊
本
地
震
本
震
発
生
か
ら
４
か
月
。
ル
ー
テ
ル

学
院
は
、
生
徒
の
心
と
共
に
熊
本
地
震
を
乗
り
越

え
、
前
に
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
証
が
、

礼
拝
堂
で
の
礼
拝
再
開
で
す
。
本
校
の
誇
り
と
す

べ
き
礼
拝
堂
で
、
高
校
３
年
生
と
共
に
再
開
後
初

め
て
の
礼
拝
を
行
い
、
神
様
か
ら
の
祝
福
と
恵
み

を
崔
チ
ャ
プ
レ
ン
の
説
教
を
通
し
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
学
院
の
様
子
は
、「
感
謝
！
」
の
一
言

で
す
。
復
旧
工
事
は
、
九
州
建
設
様
を
は
じ
め
工

事
関
係
者
の
皆
様
の
働
き
と
地
域
の
方
々
の
協
力

で
順
調
に
進
ん
で
お
り
間
も
な
く
完
了
し
ま
す
。

　

未
だ
、
生
徒
た
ち
の
中
に
は
、
避
難
所
で
の
生

活
や
仮
設
住
宅
な
ど
自
宅
で
は
生
活
が
で
き
な
か
っ

た
生
徒
、
通
学
時
間
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る

生
徒
、
家
計
を
支
え
る
家
族
の
地
震
の
影
響
に
よ

る
失
業
や
離
職
に
不
安
を
抱
え
る
生
徒
、
自
営
業

と
そ
の
職
場
再
開
に
不
安
を
覚
え
る
生
徒
、
多
く

の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
先
行
き
の
見
え
な
い
生
活

と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。
将

来
の
進
路
、
特
に
進
学
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る

生
徒
も
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も
、
生
徒
た
ち
が
希
望
を

持
っ
て
前
に
進
み
、
小
さ
な
光
を
見
出
し
て
い
け

る
よ
う
に
願
い
ま
す
し
、
教
職
員
と
生
徒
が
共
に

支
え
合
い
、
明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
け
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
、
私
は
感
謝
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
「
実
感
」
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
不
安
や

試
練
、
恐
怖
の
中
に
い
た
時
を
、
徐
々
に
乗
り
越

え
、
少
し
ず
つ
普
段
の
生
活
に
戻
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
元
気
と
勇
気
、
平
安
と
希
望
の
中
で
の
生

活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
に

感
謝
を
抱
き
な
が
ら
、
前
に
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

地
震
が
与
え
た
も
の
、
地
震
か
ら
受
け
た
も
の

は
、「
置
か
れ
た
場
所
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
﹃
実
感
﹄」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
怖
い
、
当
た
り
前
な
こ
と
へ

の
感
謝
、
厳
し
い
現
実
な
ど
の
実
感
。
そ
し
て
、

自
然
に
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
実
感
。
自
然
の
前

で
人
間
は
弱
い
、
弱
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
に
進

む
実
感
。
何
か
を
越
え
て
前
に
進
も
う
と
、
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
社
会
活
動
を
行
う
実
感
。

　

復
旧
工
事
で
働
い
て
お
ら
れ
る
職
人
さ
ん
達
は

額
を
流
れ
落
ち
る
汗
に
、
復
旧
と
復
興
の
た
め
の

社
会
活
動
を
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
想
像
し
ま

す
。
私
自
身
は
何
か
を
実
感
し
な
が
ら
生
か
さ
れ

て
い
る
自
分
が
い
る
こ
と
を
、「
実
感
」し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ル
ー
テ
ル
学
院
は
「
生
徒
た
ち

が
こ
の
学
校
で
学
び
の
時
を
持
っ
て
良
か
っ
た
」
と

実
感
し
感
謝
で
き
る
こ
と
を
誇
り
と
喜
び
と
し

て
、〝
感
恩
奉
仕
〟
の
も
と
で
教
育
の
業
に
励
み

ま
す
。

　

校
長
室
の
扉
を
開
け
て
廊
下
に
出
ま
す
と
目
の

前
に
、生
徒
作
品
の
２
枚
の
書
が
掛
け
て
あ
り
ま
す
。

　

一
枚
は
、
学
院
聖
句
「
わ
た
し
が
来
た
の
は
、

羊
が
命
を
受
け
、
し
か
も
豊
か
に
受
け
る
た
め
で

あ
る
」

　

も
う
一
枚
は
、
永
六
輔
さ
ん
の
歌
詞
、
坂
本
九

さ
ん
の
歌
の
一
節
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う　

涙
が

こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
」

　

ど
ち
ら
の
書
が
上
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
？
も

う
お
分
か
り
で
す
ね
。

　

校
長
室
か
ら
出
る
た
び
に
、
建
学
の
精
神
を
あ

ら
わ
す
「
学
院
聖
句
」
に
勇
気
と
元
気
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ど
う
せ
流
す
な
ら
、
喜
び
の
涙
、

嬉
し
涙
と
と
も
に
日
々
の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

ルーテル学院中学・高等学校
校長　林田　博文
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改修記念礼拝（７月 11 日）

復旧工事が進む中高本館



　

【
編
集
者
注
】
２
０
１
０
年
７
月

10
日
、
清
重
前
院
長
は
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
東
京
教
会
に
お
い
て
柿
原

様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
以
下
で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋

し
ま
す
。

　
通　
　
学

　

軽
便
鉄
道
の
菊
池
電
車
に
30
分
く

ら
い
乗
っ
て
通
い
ま
し
た
。
合
志
の

平
島
の
家
か
ら
辻
久
保
の
駅
ま
で
は

自
転
車
で
十
分
く
ら
い
で
し
た
。
ウ

チ
よ
り
も
っ
と
遠
い
斉
藤
（
渡
邊
）

さ
ん
が
毎
朝
声
を
か
け
て
く
れ
て
一

緒
に
通
学
し
た
ん
で
す
。
当
時
は
軽

便
鉄
道
が
濟
々
黌
前
ま
で
来
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
ま
で
が
市
内
、
女
学
院

の
室
園
は
市
外
。
男
子
生
徒
と
女
子

生
徒
は
別
々
の
箱
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
上
熊
本
か
ら
寺
原
田
ん
ぼ
を
ぐ

る
っ
と
回
っ
て
三
軒
町
に
来
た
わ
け

で
す
。

　
開
設
当
時
の
女
学
院

　

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
至
れ
り
尽
く

せ
り
の
学
校
で
し
た
。
な
に
し
ろ
定

員
た
っ
た
70
人
、
そ
れ
を
３
組
に
分

け
た
ん
で
す
か
ら
ね
。
立
地
か
ら
言

え
ば
、
５
高
が
あ
っ
て
隣
の
濟
々

黌
、
そ
し
て
女
学
院
は
高
台
で
し
ょ

う
。
濟
々
黌
の
生
徒
が
よ
く
窓
越
し

に
手
を
振
っ
て
ま
し
た
け
ど
、
こ
ち

ら
か
ら
見
る
と
ね
、
暗
く
て
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

　
学　
　
費

　

そ
う
で
す
ね
。
県
立
が
３
円
で
、

女
学
院
は
５
円
で
し
た
。
そ
れ
に
ピ

ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

練
習
室
が
ず
ら
り
並
ん
で
い
ま
し
た

よ
。
で
も
、
ピ
ア
ノ
を
履
修
す
る
に

は
も
う
３
円
納
め
ま
し
た
の
で
、
私

は
取
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
で
、
保

母
学
校
に
入
っ
て
、
女
学
院
で
習
っ

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
け
れ
ど
。

　
エ
カ
ー
ド
先
生
の
思
い
出

　

と
て
も
優
し
く
て
、
怖
い
お
顔
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
語
が
お
上
手
で
し
た
。
週
２

回
聖
書
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
主
に
福
音
書
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
の
姪
が
昭
和
33
年
の
女
学
院

卒
業
な
の
で
す
が
、
保
護
者
会
に
兄

が
出
席
し
た
お
り
に
、
顔
を
み
る
な

り
「
貴
方
は
、
原
田
さ
ん
の
お
兄
様

で
し
ょ
う
」
と
ズ
バ
リ
当
て
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
初
対
面
な
の
に
不
思
議

な
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
に

私
た
ち
似
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か

（
笑
）
。

　
村
上
先
生
の
思
い
出

　

立
派
な
先
生
で
し
た
。
実
質
的
に

は
校
長
先
生
。
後
に
東
京
で
お
昼

ご
飯
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
の
新
宿
の
ア
ル
タ
、
昔
の
二
幸

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
先
生
が
東
京

ご
出
張
の
折
で
し
た
。
村
上
先
生
の

お
嬢
さ
ん
は
成
績
の
素
晴
ら
し
い
方

で
、
奈
良
の
女
子
師
範
へ
進
ま
れ
ま

し
た
。

　
牧
野
先
生
の
思
い
出

　

と
っ
て
も
ま
じ
め
な
先
生
で
、
姿

勢
を
正
し
て
事
務
を
な
さ
っ
て
い
る

後
ろ
姿
が
い
ま
で
も
目
に
浮
か
び
ま

す
。
当
時
も
う
白
髪
が
印
象
的
で
し

た
ね
。

　
パ
ッ
ツ
先
生
の
思
い
出

　

パ
ッ
ツ
先
生
が
英
語
を
教
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。
私
は
ビ
リ
ッ
カ
ス
で

し
た
け
ど
（
笑
）
。
後
年
代
々
木
教

会
の
熊
谷
牧
師
夫
人
の
ア
イ
ナ
先
生

に
、
あ
な
た
は
発
音
が
き
れ
い
だ
と

褒
め
ら
れ
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
昔
の

女
学
院
の
英
語
教
育
の
お
か
げ
で
す

ね
。

　
キ
リ
ス
ト
教
教
育

　

毎
日
礼
拝
が
あ
っ
て
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
先
生
方
が
交
代
で
お
話
を

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
週
水

曜
日
に
は
、
水
道
町
教
会
の
石
松

量
三
先
生
が
説
教
の
担
当
で
、
そ
の

日
は
放
課
後
希
望
者
を
募
っ
て
聖
書

の
勉
強
会
を
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
私
も
数
名
の
仲
間
に
加
わ
っ
て

学
び
ま
し
た
。
そ
う
し
て
石
松
先
生

か
ら
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
一
緒
に

19
人
受
け
た
ん
で
す
。
そ
の
時
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
先
生
は
お
目
が
不

自
由
な
の
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
名
前
を
間
違
え
ず
に
呼
ん
で
下

さ
っ
た
ん
で
す
。

　
女
学
院
卒
業
後

　

担
任
の
岩
城
先
生
が
、
東
京
の

「
福
音
教
会
」
の
保
母
養
成
学
校
を

薦
め
て
下
さ
い
ま
し
て
ね
。
た
ま
た

ま
募
集
の
知
ら
せ
が
学
校
に
届
い

た
ん
で
す
。
貴
女
は
洗
礼
を
受
け
て

い
る
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
幼
稚
園
で

働
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
お
話
で

し
た
か
ら
、
そ
れ
は
望
む
と
こ
ろ
で

し
た
。
私
は
チ
ビ
で
し
た
か
ら
、
馬

鹿
に
さ
れ
な
い
幼
稚
園
が
い
い
な
と

思
っ
て
た
も
ん
で
す
か
ら
（
笑
）
。

昭
和
６
年
の
こ
と
で
し
た
。

ルーテル学院ヒストリー
～学院創立から現在まで～

「
歴
史
の
扉
」
そ
の
時
ル
ー
テ
ル
学
院
は

九
州
女
学
院
高
女
一
回
生　

 

柿　

原　

シ
ズ
子

（
旧
姓
：
原
田
）
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【
編
集
者
注
①
】
２
０
１
２
年
６

月
13
日
、
清
重
前
院
長
は
三
好
様
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
い
ま
し
た

（
於
大
牟
田
市
内
三
好
様
宅
）
。
以

下
で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
す
。

　
エ
カ
ー
ド
先
生

　

１
年
生
の
時
、
エ
カ
ー
ド
先
生
が

週
１
回
、
聖
書
の
授
業
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。
先
生
は
い
つ
の
間
に
か

生
徒
一
人
一
人
の
名
前
を
憶
え
て
い

ま
し
た
。
例
え
ば
先
生
は
「
礼
拝
の

時
、
○
年
×
組
の
生
徒
の
顔
色
が
悪

か
っ
た
か
ら
注
意
し
て
お
く
よ
う
に
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

エ
カ
ー
ド
先
生
は
勝
ち
負
け
や
他

の
学
校
と
の
競
争
を
好
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
例
え
ば
運
動
会
の
時
、
１
等

に
な
っ
た
ら
赤
い
リ
ボ
ン
、
２
等
は

紫
の
リ
ボ
ン
と
い
っ
た
具
合
に
区
別

し
ま
し
た
。
よ
そ
の
学
校
と
の
競
技

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
院
内
で

の
卓
球
大
会
が
一
度
だ
け
あ
り
、
私

は
ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。

　
寮
母
と
し
て
の
大
橋
先
生

　

大
橋
先
生
は
し
つ
け
が
厳
し
く
、

私
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
怒
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
時
、
私
が
ご
飯
粒
を

ち
ょ
っ
と
横
に
出
し
た
ん
で
す
よ
、

も
み
殻
が
つ
い
て
い
た
の
で
。
そ
し

た
ら
、
向
こ
う
の
方
か
ら
大
橋
先
生

が
「
あ
ん
た
は
そ
う
い
う
の
を
出
す

か
ら
体
が
弱
い
の
よ
。
な
ん
で
も
食

べ
な
き
ゃ
」
と
怒
り
ま
し
た
。

　
礼　
　
拝

　

月
曜
日
は
福
田
令
寿
先
生
が
〔
学

院
に
〕
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
礼
拝
、

及
び
衛
生
講
話
を
担
当
し
ま
し
た
。

木
曜
日
は
英
語
礼
拝
で
し
た
。
英
語

の
讃
美
歌
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。

司
会
も
英
語
の
先
生
が
、
た
し
か
４

人
く
ら
い
で
し
た
が
、
交
互
に
お
こ

な
い
ま
し
た
。
お
祈
り
も
司
会
も
全

部
英
語
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
皆
、

そ
の
内
容
も
大
抵
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
し
、
讃
美
歌
も
歌
え
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
は
よ
か
っ
た
で
す
。
土
曜
日
の

司
会
者
は
洗
礼
を
受
け
て
い
た
生
徒

で
し
た
。
例
え
ば
、
牧
師
の
娘
さ
ん

と
か
。

　

１
時
間
目
が
終
わ
っ
た
ら
、
全
校

生
徒
は
並
ん
で
静
か
に
移
動
し
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
は
音
楽
の
先
生
が
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
５
年
生
の
な
か
か

ら
選
ば
れ
た
生
徒
た
ち
が
１
週
間
交

代
の
当
番
制
で
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て

い
ま
し
た
。

　
土
曜
日
の
発
表
会

　

全
生
徒
が
講
堂
に
集
ま
っ
て
、
各

組
か
ら
一
人
ず
つ
発
表
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
司
会
は
５
年
生
で
し
た
。

何
を
し
て
も
よ
く
、
詩
を
朗
読
し
た

り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
ピ
ア
ノ
を
弾

く
な
ど
、
自
分
が
し
た
い
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
最
後
に
先
生
が

批
評
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
発
表
の

内
容
に
つ
い
て
、
司
会
に
つ
い
て
。

良
か
っ
た
と
こ
ろ
を
褒
め
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
あ
い
う
の
が
ほ
ん
と
に
良

か
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
個
性
を

伸
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

【
編
集
者
注
②
】
寮
生
で
あ
っ
た

三
好
様
は
母
の
日
に
寮
母
で
あ
る
大

橋
先
生
に
ア
ル
バ
ム
を
送
り
ま
し
た
。

下
記
の
写
真
は
そ
の
ア
ル
バ
ム
の
一

部
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
寮
生
で
お

金
を
出
し
合
い
、
三
好
様
が
千
徳
百

貨
店
で
購
入
し
た
そ
う
で
す
。
右
下

に
は
「
昭
和
拾
四
年
五
月
十
四
日

（
第
二
日
曜
）
母
の
日
に
女
學
院
寮

五
十
五
名
の
皆
様
よ
り
戴
く　

寮
母

　

大
橋
八
重　

四
十
八
才
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
現

在
、
学
院
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。

ルーテル学院ヒストリー
～学院創立から現在まで～

「
歴
史
の
扉
」
そ
の
時
ル
ー
テ
ル
学
院
は九州

女
学
院
高
女
10
回
生　

三　

好　

さ　

え

アルバム

（
旧
姓
：
坂
口
）
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ルーテル学院報（時報）
No.10

　本学院では、就学支援や施設設備の復旧工事などの費用の一助とすることを目的に「学校法人九州ルーテル学院　
熊本地震　復興支援基金」を設置しました。本学院を愛するすべての皆さまの温かいご支援をお願い申し上げます。

学校法人九州ルーテル学院
理事長　坂　根　信　義
院　長　内　村　公　春

学校法人九州ルーテル学院　熊本地震 復興支援基金について
【基金の目的】　⑴　被災学生・生徒・園児への学費減免措置
　　　　　　　⑵　施設設備の復旧工事

【寄付の方法】　「現金」「銀行振込」「インターネット決済」の
　　　　　　　いずれかをお選びいただけます。
　■「現　　金」の場合　学院総務部で受付いたします。
　■「銀行振込」の場合　最寄りの金融機関備付けの振込用紙
　　で、下記の取扱指定金融機関の口座宛にご送金ください。

　　※口座名義はいずれも「学校法人九州ルーテル学院　熊
　　　本地震　復興支援義援金　理事長　坂根信義」となり
　　　ます。
　　※学院所定の振込用紙も準備しております。総務部（℡
　　　096-343-3111 又は shomu@klc.ac.jp）にご連絡い
　　　ただきましたら郵送させていただきます。

平成 28 年熊本地震におけるご寄付のお願い
〜学校法人九州ルーテル学院　熊本地震　復興支援基金の設置〜

科　目
学生生徒等納付金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
国 庫 補 助 金
地方公共団体補助金

資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
教 育 活 動 収 入 計
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
教 育 活 動 支 出 計

教 育 活 動 収 支 差 額
受 取 利 息・配 当 金
その他の教育活動収入
教育活動外収入計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計

教 育 活 動 外 収 支 差 額
経 常 収 支 差 額

資 産 売 却 差 額
その他の特別収入
特 別 収 入 計
資 産 処 分 差 額
その他の特別支出
特 別 支 出 計

特 別 収 支 差 額
基本金組入前当年度収支差額
基本金組み入れ額合計
等 年 度 収 支 差 額
基 本 金 取 崩 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額
事 業 活 動 収 支 計
事 業 活 動 支 出 計

決算額
1,295,170
30,613
5,510

590,285
84,558
505,727

0
0

60,382
42,219

2,024,178
1,348,824
457,229
166,382

3
1,972,438
51,740
350
0

350
9,253
0

9,253
△ 8,903
42,837
387

24,340
24,727

0
0
0

24,727
67,565

△ 350,537
△ 282,972

0
△ 2,030,333
2,049,255
1,981,690

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

予　

備　

費

参
考

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
土 地
建 物
その他有形固定資産

特 定 資 産
そ の 他 の 固 定 資 産
有 価 証 券

その他の固定資産
流 動 資 産
現 金 預 金
その他の流動資産

資 産 の 部 合 計
固 定 負 債
長 期 借 入 金
そ の 他 固 定 負 債
流 動 負 債
短 期 借 入 金
そ の 他 流 動 負 債
負 債 の 部 合 計
基 本 金
第 １ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金

繰 越 収 支 差 額
純 資 産 の 部 合 計

負債及び純資産の部合計

年度末
4,780,368
4,525,775
1,466,148
2,232,038
827,590
246,000
8,593
50

8,543
536,133
425,194
110,939
5,316,501
716,761
443,380
273,381
209,699
61,754
147,945
926,460
6,420,374
6,291,374
129,000

△ 2,030,333
4,390,041
5,316,501

資
産
の
部

負
債
の
部

基
本
金

消費収支計算書
2015年4月1日から2016年3月31日まで（単位・千円） 2016年３月31日現在（単位・千円）

貸借対照表

会 計 報 告
　

本
法
人
の
２
０
１
５
年
度
決
算
は
、

表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
詳

し
い
報
告
は
、
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
『
情
報
公
開
』
の
「
財
務
報
告
書
」

と
「
事
業
報
告
書
」
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書
は
、
企
業

会
計
の
損
益
計
算
書
に
相
当
し
ま
す
。

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
は

（
経
常
利
益
に
相
当
）
６
７
０
０
０

万
円
と
な
り
前
年
度
決
算
よ
り
約
520

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
入
の
基
礎
と
な
る
園
児
・
生
徒
・

学
生
の
募
集
は
順
調
で
す
。

　

ま
た
、
借
入
金
無
し
に
、
中
高
駐

輪
場
、
認
定
こ
ど
も
園
２
期
工
事
、

黒
髪
乳
児
保
育
園
屋
上
ト
イ
レ
設
置

等
、
総
額
２
億
３
０
０
０
万
円
の
施

設
設
備
投
資
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
園
児
・
生
徒
・

学
生
の
授
業
料
は
確
実
に
教
育
の
改

善
と
財
務
体
質
の
強
化
に
活
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
感
謝
し
て
ご
報
告

し
ま
す
。（
事
務
局
長
・
百
家
裕
幸
）

肥　後　銀　行　子飼橋支店　普通預金　口座番号 2061879
熊　本　銀　行　子飼橋支店　普通預金　口座番号 3061143
熊本第一信用金庫　清 水 支 店　普通預金　口座番号 0197264

　■「インターネット決済」の場合
　　本学院 Web サイト（http://kluther-gakuin.jp/）で、

クレジットカード決済、コンビニ決済、インターネット
バンキング（ペイジー）のいずれかをご利用いただけま
す。

　※大学及び、中高の Web サイトからもリンクされてお
ります。

ご不明な点はこちらへお尋ねください
九州ルーテル学院 総務部

TEL096-343-3111
shomu@klc.ac.jp


